
科目分類 専門分野 学 年 2 年 担当教員の氏名・職名 

 

授  業 

科 目 名 
臨床判断演習Ⅲ 

学 期 後 期 
青木 美香 看護師 

池内 寛記 診療看護師 
単 位 数 1 

時 間 数 20 

目 的 

（ねらい） 

臨床判断演習Ⅰ・Ⅱの学びをもとに、更に複雑な事例を通して思考力や想像力を養い、

患者のニーズや健康問題を解釈し、対象の状態や状況に応じて判断して看護を実践する

能力を身につける。また、根拠をもって実践した看護を振り返る能力を身につける。SBAR

を通して患者の状況を解釈したことをもとに、自身の考えを他者に伝える能力を身につ

ける。 

 １．事例から看護に必要な状況に気づき、必要な情報を得ることができる 

２．得られた情報を理解し、患者のニーズや健康問題を解釈できる 

３．対象の状態や状況に応じて必要な看護を判断し、実践できる 

４．根拠をもとに看護実践の結果を振り返ることができる 

５．SBAR の概要を理解する 

６．SBAR を通して患者の状況を解釈したことをもとに、自身の考えを他者に伝えること

ができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

回数 単元項目 内容 授業形態 

1   講義 

2   講義 

3   演習 

4   演習 

5 

 

6 

  講義 

 

演習 

7 

 

8 

 

9 

10 

  演習 

 

講義 

 

演習 

演習 

教 科 書  

参考文献  

評価方法 授業および演習参加状況・態度 20％、提出物の内容 80％を基準に総合的に評価する。 

関連科目 臨床判断演習Ⅰ･Ⅱ、病態症候論演習 

自己学習に 

関する指針 
 

その他の 

通知事項 
 

目 標 

講義を行った後に演習を行います。 

内容についての詳細は、第 1 回の授業でお知

らせします。 


